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株式会社大野工業に対する廃棄物処理法 

に基づく行政処分及び調査結果について 

 

令和２年９月１０日に群馬県より、東邦亜鉛株式会社から排出された非鉄スラグに関する調査結

果及び同社等に対する行政処分が公表されました。前橋市は、非鉄スラグを受け入れていた㈱大野

工業に対し、次のとおり行政処分を行いましたのでお知らせします。 

 

１ 被処分者 

  （１）住所  群馬県前橋市横沢町９０６番地７ 

  （２）名称  株式会社大野工業 代表取締役 大野 秀雄 

 

２ 処分年月日 

令和２年１０月５日（月） 

 

３ 処分内容 

（１）産業廃棄物処分業（許可番号：１１４２０－０６２２３９）の全部の９０日間の停止 

（２）産業廃棄物処理施設（みなし許可）の使用の９０日間の停止 

※停止期間：令和２年１０月６日（火）から令和３年１月３日（日）まで 

 

 ４ 処分に係る主な調査結果 

  （１）非鉄スラグの取引 

    ㈱大野工業は、東邦亜鉛㈱から、東邦亜鉛㈱安中精錬所の亜鉛の生産・製造工程におい

て発生した非鉄スラグ（以下「非鉄スラグ」という。）について、資料から取引量やその代

金等が確認できる平成２６年６月から平成２７年１２月までの間、７，３５１トンを路盤

材原料として受け入れた。 

     この間、石井商事株式会社（埼玉県八潮市鶴ヶ曽根９４３番地）が、非鉄スラグの運搬 

を行った。 
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  （２）非鉄スラグに係る金銭の授受 

㈱大野工業は、東邦亜鉛㈱へ非鉄スラグの代金として１トン当たり５００円（消費税抜 

き。以下同じ。）を支払ったが、石井商事㈱から非鉄スラグの販売促進費として１トン当 

たり１，０００円を受領しており、一連の取引は逆有償取引であった。 

（３）非鉄スラグの廃棄物該当性 

（１）の取引において㈱大野工業が受け入れた非鉄スラグについて、その物の性状、排

出の状況、通常の取扱い形態、取引価値の有無及び占有者の意思等を総合的に勘案した

ところ、亜鉛製錬の事業活動に伴い排出された産業廃棄物である「鉱さい」に該当する

と認められた。 

 

５ 処分理由 

    産業廃棄物処分業の許可業者である㈱大野工業は、産業廃棄物であるガラスくず、コンク 

リートくず及び陶磁器くず、及び、がれき類のみの処分を許可されているところ、平成２６ 

年６月から平成２７年１２月までの間、前橋市横沢町に所在する自社の敷地において産業廃 

棄物である「鉱さい」（非鉄スラグ）を受け入れ、その処分を事業として行った。 

このことは、廃棄物処理法第１４条の２第１項の規定に違反し、許可を受けることなく 

産業廃棄物処分業の事業の範囲を変更したと認められる。 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

直通 ／ ０２７－８９８－５９５３ 電 話 
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